
に
其
の
抄
謬
の
出
潤
た
こ
S
は
同
書
の
内
容
を
廣
く
世
間
に
知
ら

せ
る
に
は
却
っ
て
便
利
多
い
ミ
で
あ
砂
　
。
（
日
本
美
備
院
登

行
、
非
費
品
）

　
　
　
爾
南
米
美
術
装
飾
玄
馬
　
　
　
　
島
田
貞
彦
著

　
三
K
舞
岡
集
の
；
」
し
て
影
響
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
二
十
九
葉

六
十
二
圖
の
岡
版
か
ら
成
り
、
周
到
な
解
脱
が
附
せ
ら
れ
て
み
る

團
版
は
コ
ロ
タ
イ
。
フ
版
で
あ
る
が
、
内
撒
葉
は
美
麗
な
原
色
版
の

も
の
も
あ
る
。
材
料
は
圭
・
こ
し
て
ベ
ス
ラ
！
氏
の
「
古
代
ペ
ル
ー

の
美
術
」
に
嚢
表
せ
ら
れ
た
伯
林
博
物
館
の
藏
品
ミ
京
都
帝
國
大

治
所
藏
の
奥
ル
i
土
器
に
探
っ
て
選
集
し
た
も
の
で
、
序
説
こ
し

て
濱
田
耕
作
吉
士
の
筆
に
な
っ
た
ペ
ル
ー
考
古
學
に
就
い
て
の
詳

細
な
叙
詮
が
あ
る
。
本
載
量
は
從
來
我
が
國
入
団
縁
り
多
く
知

ら
れ
な
か
っ
た
亜
米
利
癩
考
古
學
に
愛
す
る
興
味
ぐ
・
知
識
、
こ
を
開

拓
渡
る
好
著
た
る
を
失
は
な
い
で
あ
ら
う
。
（
京
都
寺
町
夷
川
文
華

堂
嚢
行
、
下
馬
三
、
五
〇
）
〔
以
上
岩
橋
〕

第
モ
谷
　
　
漿

報

6

彙

尺註帯

　
　
　
⑭
護
　
　
史
　
　
會

例
會
　
五
月
二
＋
六
日
午
後
六
時
よ
り
學
生
集
會
所
に
於
て
閉

催
出
席
者
喜
田
教
授
、
中
村
講
師
、
富
森
學
士
、
岩
橋
、
非
川
、

末
岡
、
加
藤
、
佐
吉
、
勝
峰
、
中
原
、
石
川
、
三
浦
、
宮
崎
の
諸

君
に
し
て
勢
頭
幹
事
よ
り
4
1
村
講
師
就
任
祝
賀
新
入
會
者
漱
迎
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

挨
拶
あ
り
次
で
左
の
講
演
に
移
り
十
時
散
蒸
せ
り
。

　
一
、
元
緑
頃
の
大
阪
繭
人
氣
質
．
こ
其
生
計
歌
態
に
關
す
る
實
践

　
　
方
法
論
的
考
察
（
第
二
厨
）
　
　
　
　
佐
古
　
慶
三
君

　
生
計
歌
態
の
量
的
測
定
を
試
み
る
所
以
早
藤
方
法
論
第
一
次
的

計
数
材
料
の
鋏
乏
、
第
二
次
的
鞍
懸
材
料
の
活
用
私
見
、
そ
の
爲

め
の
時
代
曲
線
の
画
定
ミ
横
井
博
士
幸
田
墨
士
等
の
方
法
、
人
別

改
に
価
す
る
統
計
畢
的
吟
味
、
幸
田
番
士
の
三
郷
人
口
増
減
に
閥

す
る
読
明
・
こ
私
見
、
三
郷
入
口
曲
線
、
こ
磯
多
入
口
曲
線
、
こ
の
相
異

ミ
其
原
園
等
の
諸
項
に
就
き
、
氏
濁
特
の
詳
細
な
る
説
明
あ
り
き
。

　
一
、
悪
　
　
物
　
　
　
　
　
文
學
薄
士
　
喜
田
　
貞
吉
君

　
憂
態
心
理
精
紳
病
墨
は
物
悪
帥
「
愚
か
れ
た
る
者
」
を
研
究
す
吾

　
　
　
　
　
　
　
第
圃
門
盤
　
　
　
　
一
撃
一
二
　
（
山
ハ
山
ハ
』
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
彙
　
　
報

人
は
「
悪
く
者
」
を
研
究
せ
ん
、
こ
す
こ
れ
昔
の
就
業
歌
話
等
を
知
る

上
に
重
要
な
り
・
こ
胃
頭
せ
ら
れ
背
は
人
間
が
重
き
た
る
が
近
頃
は

狐
犬
紳
等
が
虫
人
に
使
は
れ
て
他
人
に
轟
く
を
普
通
ε
す
例
外
、
こ

し
て
飛
騨
の
牛
勢
種
ε
日
は
る
蕊
系
統
の
人
は
人
其
物
が
愚
く
唱
こ

信
ぜ
あ
る
牛
綿
種
の
あ
る
所
は
大
抵
白
山
紳
耐
を
祀
る
白
山
は
天

狗
の
本
揚
な
り
天
狗
は
昔
護
法
ぐ
｝
言
は
る
牛
勢
は
護
法
な
ら
ん
天

狗
を
狗
賓
く
」
言
ひ
山
林
を
伐
る
時
に
狗
賓
餅
を
供
へ
て
祀
る
事
よ

り
考
へ
天
狗
は
山
人
な
ら
ん
狐
一
こ
天
狗
は
縁
故
深
く
紀
に
天
狗
を

「
ア
マ
ッ
キ
ツ
ネ
」
・
こ
護
ま
す
故
に
牛
夢
種
笹
藪
等
は
民
族
的
に
言

へ
ば
大
和
の
繭
鬼
事
ミ
同
標
山
入
の
子
孫
な
ら
ん
ご
結
ば
る
。

例
禽
日
　
六
月
二
十
三
日
午
後
六
時
よ
の
掛
長
雄
風
所
に
於
て
開

催
崩
席
者
中
村
講
師
、
牧
、
富
森
ω
諸
三
士
岩
橋
，
森
下
、
中
村

井
川
、
加
藤
、
佐
古
、
末
岡
、
勝
峰
、
石
川
、
中
原
の
馬
丁
に
し

て
先
づ
幽
晦
覗
察
の
途
に
あ
ら
る
蕊
三
浦
教
授
の
書
信
を
朗
讃
し

次
で
左
の
講
演
あ
り
十
時
散
會
せ
O
。

　
扁
、
中
田
博
士
に
答
へ
て
日
本
縮
守
護
総
地
頭
を
論
ず

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@
漱
讐
牧
讐
秀

　
先
づ
本
年
二
月
よ
の
五
月
に
到
る
渋
學
論
叢
に
於
け
ろ
博
士
5

　
　
　
　
　
　
　
“
第
四
號
　
　
　
一
】
立
四
　
　
（
山
影
六
ご
）

の
論
雫
の
大
要
を
（
一
）
諸
國
守
護
補
任
の
勅
許
（
二
）
守
護
補
任
樫

の
内
容
（
三
）
文
治
守
護
職
の
性
質
及
職
務
（
四
）
閣
東
の
長
－
こ
総
守

護
職
に
分
ち
略
遽
せ
ら
れ
次
は
博
士
が
史
料
の
眞
實
性
ミ
儂
値
の

吟
味
を
忽
せ
に
し
あ
ら
ゆ
る
史
料
を
理
論
を
偏
重
し
て
綜
合
し
史

實
を
把
捉
せ
ら
れ
ん
一
こ
す
る
葬
を
指
摘
し
個
別
的
に
批
減
し
然
る

後
調
和
綜
合
す
べ
き
事
を
主
張
せ
ら
れ
次
で
（
一
）
文
治
の
地
頭
職

は
宮
職
に
非
す
（
二
）
地
頭
の
得
分
は
反
別
五
升
な
り
（
三
）
反
刷
五

升
の
兵
糧
米
徴
牧
を
頼
覇
に
許
さ
れ
た
る
は
帥
縮
地
頭
職
に
補
任
、

せ
ら
れ
し
事
な
り
ミ
の
諸
項
を
序
論
せ
ら
る
。

　
一
、
足
利
奪
氏
の
理
想
　
　
　
文
學
士
　
中
村
直
勝
書

　
先
づ
辻
博
士
魚
澄
博
士
の
遅
疑
襯
を
一
十
せ
ら
れ
て
後
側
氏
は

國
史
上
の
大
人
物
・
こ
し
て
頼
朝
信
長
秀
吉
家
康
－
こ
比
肩
す
べ
き
入

に
し
て
其
行
爲
に
前
後
矛
贋
あ
れ
曹
然
も
其
中
起
一
三
せ
る
思
想

あ
り
彼
の
私
淑
せ
る
人
物
は
韻
朝
に
し
て
、
其
理
想
は
武
家
政
治

に
み
り
・
こ
し
（
一
）
建
武
式
目
を
＋
七
ク
條
ε
す
（
二
）
頼
朝
に
倣
ひ

圓
城
寺
に
曇
髪
を
凄
む
（
三
）
粉
河
寺
縁
趨
に
遊
唄
層
こ
．
奪
氏
ミ
を
比

較
し
（
四
）
二
不
二
立
の
思
想
和
信
じ
た
る
た
め
義
貞
を
競
雫
者
ε

し
源
氏
の
棟
梁
を
以
て
自
任
す
（
五
）
紳
皇
正
統
記
に
彼
が
績
朝
を



．
模
し
た
る
事
を
記
す
。
の
五
項
を
纂
け
て
論
謹
せ
ら
れ
後
醍
醐
天

皇
・
こ
彼
の
理
想
の
相
蓮
よ
り
心
な
ら
ず
も
南
北
分
立
の
止
む
な
き

に
到
り
心
中
の
煩
悶
を
信
仰
に
よ
り
慰
む
ε
結
ば
る
。

　
　
　
⑳
憩
宮
皇
學
館
史
學
會
の
成
立

　
三
重
縣
宇
治
由
田
市
に
あ
る
紳
宮
黒
藻
館
に
於
て
は
、
岡
館
歴

史
科
教
宮
學
生
生
徒
及
び
有
志
者
に
よ
り
て
瀞
宮
塁
學
館
史
墨
會

を
組
織
し
、
侮
月
一
回
研
究
例
會
叉
は
史
蹟
踏
査
を
行
ひ
、
毎
年

剛
回
大
會
を
開
く
事
ミ
し
，
兼
ね
て
春
秋
二
回
會
報
を
嚢
止
し
て

史
墨
研
究
の
目
的
を
蓬
す
る
事
ε
さ
れ
た
9
今
回
其
會
報
第
一
號

が
嚢
行
さ
れ
た
に
就
て
吾
人
は
我
國
観
護
會
の
た
め
に
も
、
將
た

同
會
の
た
め
に
も
、
其
洋
々
た
る
前
途
を
祝
太
し
て
、
藪
に
其
論

文
目
次
を
纂
け
て
置
き
た
い
。
「
伊
賀
に
於
け
る
大
二
宮
領
に
つ
い

て
」
大
西
源
日
「
春
日
杜
時
代
祭
に
就
き
て
」
木
村
春
太
郎
「
王

朝
時
代
史
話
」
竹
島
寛
「
齋
宮
寮
の
経
濟
一
班
」
阪
本
廣
太
郎
「
吉

野
水
分
神
肚
考
」
千
懸
憲
、
「
ア
イ
ヌ
民
族
に
就
き
て
」
磯
部
精
一

「
縣
犬
養
宿
禰
橘
三
千
代
に
つ
い
て
』
幅
田
欲
目
郎
。
　
　
、

第
七
巻
　
　
愈

報
　
　
、

嬉

野

　
　
　
○
寄
賂
交
換
圖
書

弓
。
・
轟
剛
8
図
錐
（
通
報
）

臆
断
地
理
歴
史
研
究
報
告
　
第
九

日
本
史
の
研

通
論
考
古
學

大
正
七
年
度
古
蹟
調
査
報
告

日
本
文
化
史
（
古
代
、
鎌
倉
、
南
北
朝
）

日
本
文
化
史
（
鎌
倉
時
代
）

日
本
文
化
史
（
安
土
桃
山
時
代
）

天
心
全
集

ヅ
ー
フ
ミ
B
本

南
米
美
術
装
飾
圖
集

警
巡
思
想
の
研
究
．

蕾
佐
賀
藩
の
農
民
土
地
制
度

葺
手
物
語
抄
本

史
墨
難
誌

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號

　
　
　
　
℃
9
＝
一
想
〇
一
一
団
O
斤

東
京
帝
國
大
學
文
墨
部

　
　
　
　
三
浦
　
周
行

　
　
　
　
大
　
鐙
　
閣

第
一
、
二
冊

一二

O
ノ
六
、
七
、
八
、
九
、
十

　
　
　
　
　
　
　
一
五
五
「

（山

試R

n一

�
j

朝
鮮
総
督
府

大
　
鐙
　
閣

琶
　
　
　
　
　
　
青

沌
目
　
　
　
　
　
粛

花
見
朔
己

日
本
美
術
院

齋
藤
　
阿
具

島
田
貞
彦

中
村
　
孝
也

小
野
武
夫

廣
島
爾
古
會

史
　
學
會



　
　
第
七
雀
　
　
會
　
　
　
報

歴
史
地
理
　
四
〇
ノ
∵
こ
・
三
・
四

國
學
院
難
壁
　
二
八
ノ
七
、
八
、
九
、
十

東
洋
哲
學
　
三
九
ノ
七
、
八
、
九
、
十
、
十
一

経
濟
論
叢
　
凶
五
ノ
一
、
二
、
三
、
四

入
類
…
學
難
誌
　
三
七
ノ
四
、
五
も
六
、
七
、
八

捧
及
政
治
一
の
二

龍
谷
大
學
論
叢
　
二
四
四
、
一
．
一
四
五

東
洋
學
報
　
幅
ニ
ノ
ニ
、
三

史
　
　
　
學
　
一
ノ
四

名
古
屋
史
談
會
誌
ニ
ノ
一
　
　
　
　
　
㎎

　
　
　
○
會
　
員
　
動
静

　
　
　
○
入
　
　
　
會

東
京
市
芝
薩
白
金
墓
町
下
屋
敷
、
賓
藏
寺
内

　
　
　
（
右
紹
介
者
　
相
田
二
郎
）

京
郡
市
田
中
百
萬
遍
了
蓮
院

　
　
　
（
・
石
紹
介
者
　
岩
橋
小
彌
太
）

東
京
市
小
石
川
隈
表
町
一
〇
九
、
明
倫
館

　
　
　
（
右
紹
介
者
　
高
稗
高
黙
）

日
本
歴
史
地
理
墨
會

　
　
　
國
墨
院
大
學

　
　
　
　
東
洋
哲
學

　
　
　
経
濟
墨
會

　
　
東
京
三
三
墨
會

　
　
　
明
治
大
學
會

　
龍
谷
大
學
論
叢
趾

　
　
　
　
東
洋
學
會

　
　
　
三
田
史
學
會

　
　
名
右
屋
史
談
會

山
か
辰
一

伊
藤
　
砧
晃

古
曾
部
　
紀

　
　
　
○
潜

東
爾
胤
、

瀧
野
貞
吉
，

　
　
　
○
菟

安
元
　
彦
助
、

Jtj　N

三唱
職

蓼小 @ 第

麟會四
松　 號

，

　
一
五
山
ハ
　
（
山
一
山
ハ
四
）

大
塚
不
作
、
島
村
孝
三
郎
、


